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６ 地 域 包 括 ケ ア の 推 進 

 

（1）地域包括ケアの推進       （令和 2年度予算額 5,650 千円） 

 ① 地域福祉リーダー養成研修事業  

住民主体の福祉コミュニティづくりを推進するため、地域課題に取り組んでいくために必要な

知識や技術を学び、新たな地域福祉リーダーを養成します。 

令和元年度は、生活支援コーディネーター、鶴岡市社会福祉協議会職員（地域福祉課、くらし

ス、各福祉センター）が参加しました。 

日  時 令和 2年 1月 27 日（月） 

会  場 鶴岡市総合保健福祉センターにこ♡ふる 大会議室 

講演・グループワーク 「『地域共生社会の実現に向けて』～住民の地域づくりの支援につい

て考える～」 

講師・ファシリテーター 東北公益文科大学 教授  武田 真理子 氏 

 

 ② 社会福祉基金運用益金活用助成  

地域福祉活動の推進を図るため、社会福祉に関する事業を行う団体又は個人に対して、助成し

ます。 

対象者：小学校区ごとに設置された社会福祉を目的とする協議会、住民自治組織等 

対象額：定められた対象経費の合計額の 4分の 3以内の額 

 2９年度 30 年度 元年度 

件 数     2     0     1 

 

 ③ 地域医療を考える市民委員会   

地域医療を取り巻く環境が変化する中、市民が地域医療の現状を知り、関心を持ってもらうと

ともに、地域医療について「ともに考え」、「ともに作り上げ」、地域全体で心の通い合う地域医療

の実現を目指します。 

実施状況 出席者数 

 

第 1 回 

 

日時：令和元年 12 月 19 日（木）13：30～15：30 

場所：鶴岡市立荘内病院 3 階講堂 

内容：主旨説明、地域医療に関する講話、ディスカッション 等 

＊委員会終了後、荘内病院院内見学ツア－を開催 

市民委員：11 名 

コ－ディネ－タ－：1 名 

オブザ－バ－：2 名 

傍聴者：12 名 

 

第 2 回 

 

 

日時：令和 2 年 3 月 16 日（月）13：30～15：30 

場所：鶴岡市保健福祉センター にこふる ３階 大会議室 

内容：講話「庄内の地域医療と荘内病院の役割」 荘内病院 院長 鈴木聡 氏 

活動紹介「荘内病院の明日を考える会」の開催報告  瀬尾利加子 氏 

市民委員：10 名 

コ－ディネ－タ－：1 名 

オブザ－バ－：3 名 

傍聴者：10 名 
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  （グル－プワ－ク テ－マ） 

① 荘内病院に関する疑問、質問お答えします 

② わたしたちは何をおこなうべき、何ができるかを一緒に考えていきましょう 

 

 

 ④ ストレッチャー対応タクシー車両維持経費等補助  

座位の保持が困難なため、ストレッチャーによる移送を必要とする市民のためにストレッチャ

ー対応タクシーの安定した運行を支援し、医療機関等への移送体制の確保を図ります。 

対象者：鶴岡市内に事業所があり、ストレッチャー対応タクシーを運行する事業者 

補助額：市内を発着地のいずれかとする補助対象タクシーの運行回数に 1,000 円を乗じた額

（上限 25,000 円/月）と車両維持にかかる補助対象経費の額のうち、低い方の額 

 元年度 

件数     2 

※平成 31年 4 月施行 

（２）地域医療の推進        （令和 2年度予算額 10,805 千円） 

 ① 在宅医療・介護連携推進事業   

 医療と介護の両方が必要な状態になっても、自宅等住み慣れた生活の場で自分らしい生活を続け

られるために、地域における医療・介護の関係機関が効果的に連携し、包括的かつ継続的な在宅医

療・介護の提供体制の推進を図ります。 

 

（ア）地域の医療・介護の資源の把握 

  在宅医療地域資源マップ等の情報整備を図り、関係機関へ共有します。 

（イ）在宅医療・介護連携の課題抽出と対応策の検討 

  地域の医療・介護に関する課題を抽出し、課題解決に向け関係機関と協働し、対応策を講じま

す。 

（ウ）切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進 

  24 時間対応の在宅医療提供体制の構築や、庄内地域の入退院調整ルールの活用、および庄内プ

ロジェクトによる質の高い緩和ケア提供体制の構築を推進し、在宅医療・介護サービスの提供体

制の構築を図ります。 

（エ）医療・介護関係者の情報共有の支援 

  Net4U や地域連携パス等の情報共有ツールの活用を推進し、医療・介護関係者の情報共有を支

援します。 

（オ）在宅医療・介護連携に関する相談支援 

在宅医療・介護連携に関する相談窓口の設置・運営により、連携の取り組みを支援します。 

（カ）医療・介護関係者の研修 

  地域の医療・介護関係者を対象とした医療と介護の連携研修会を開催します。 
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（キ）地域住民への普及啓発 

在宅医療・介護に関する普及・啓発を図ります。 

（ク）在宅医療と介護連携に関する関係市町村の連携  

二次医療圏内にある病院間等との話し合いを行い、広域連携が必要な事項について検討します。 

 

（３）地域支え合いの推進        （令和 2年度予算額 47,838 千円） 

 ① 生活支援体制整備事業   

 支え合いのある地域づくりを支援するため、各地域包括支援センターに生活支援コーディネータ

ー（地域支え合い推進員）を 1 名（計 11 人）配置し、多様な主体による多様な取り組みのコーデ

ィネートを行い、地域の実情に合わせた互助の仕組みづくりを進め、高齢者等の生活支援・介護予

防サービスの推進を図ります。また、高齢者や要支援者等を支える人材の育成を目的に「担い手養

成研修会」を開催します。 

 

（ア）地域の支え合い活動の可視化（見える化） 

  地域の支え合い活動の可視化（見える化）を行い、地域の支え合い活動の推進を図ります。 

令和元年度は、鶴岡市の地域にある「通いの場」の活動を紹介した情報誌「つるおか通いの場 

活動紹介～地域のつながり・支えあい～」を作成しました。（700 部発行） 

（イ）情報発信及び発表会（見せる化） 

  「通いの場」や「地域の支え合い活動」などを展開している団体の取り組み内容を紹介するこ

とにより、活動の継続意欲の向上や、新規の立ち上げへの機運を高めることを目的に開催します。 

実施状況 

29 年度 30 年度 令和元年度 

研修会 2 回開催 

延べ参加人数 366 人 

第 1 回Ｈ.29 年 8 月 16 日（水） 

テーマ：「地域と協働する病院の退院支援」~

退院後の生活を支えるためのチームづくりを目指

して~ 

・事例報告とグループワーク 

第 2 回Ｈ.29 年 11 月 22 日（水） 

テーマ：「退院後の地域での生活支援」～チー

ムの一員として、その人の生活を支えるために～ 

・事例報告とグループワーク 

講師（第 1 回・第 2 回）： 

山形県保健医療大学 

教授 後藤 順子 氏 

研修会 2 回開催 

延べ参加人数 334 人 

第 1 回Ｈ.30 年 8 月 10 日（金） 

テーマ：「多職種連携最前線！!」~20回記念研

修会 この 10 年を振り返って～ 

・講義とグループワーク 

講師：山形県保健医療大学 

教授 後藤 順子 氏 

第 2 回Ｈ.30 年 11 月 27 日（火） 

テーマ：~この先 10 年、すべきことは何か？~ 

講師：東北公益文科大学 

准教授 鎌田 剛 氏 

研修会 2 回開催 

延べ参加人数 334 人 

第１回Ｒ.1 年 8 月 29 日（木） 

テーマ：「認知症の方の支援」 

・講義とグループワーク 

講師・ファシリテーター： 

荘内病院 富樫 千代美 氏※ 

こころの医療センター 渡部 真紀 氏※ 

第 2 回Ｒ.1 年 11 月 21 日（木） 

テーマ：「認知症の方の支援パートⅡ」 

・講義とグループワーク 

講師・ファシリテーター： 

荘内病院 富樫 千代美 氏※ 

県立こころの医療センター 渡部 真紀 氏※ 

湯田川病院 菅原 美智子 氏※ 

※認知症看護認定看護師 
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実施状況 参加者数 

実施日 令和 2 年 2 月 7 日（金）13：30～16：00 

会場  出羽庄内国際村 

内容  第 1 部 基調講演 

「これからの地域づくり戦略と地域共生社会づくりについて」 

講師 厚生労働省老健局振興課 三森 雅之 氏 

     第 2 部 「通いの場」活動発表 

      海老島町お茶のみサロン（第 1 学区） 

      えきまえケヤキ・サロン（藤島地域） 

      猫の手（櫛引地域） 

 

 

 

 

222 人 

 

 

   

 

 

（ウ）担い手養成研修 

  対象者：一般市民 

  内 容：担い手となるために必要な基礎的な知識や技術の講習、同行訪問 

実施状況 修了者数 

 

第 1 回 

 

実施期間 令和元年 6 月 17 日（月）、6 月 18 日（火）、7 月 22 日（月）、 

6 月 24 日（月）～ 7 月 19 日（金）の平日の内、1 日 60 分（同行訪問） 

会場    鶴岡市総合保健福祉センター にこ♡ふる 

 

24 人 

 

第 2 回 

 

実施期間 令和元年 11 月 19 日（火）、11 月 20 日（水）、12 月 23 日（月）、 

       11 月 25 日（月）～ 12 月 16 日（月）の平日の内、1 日 60 分（同行訪問） 

会場    鶴岡市総合保健福祉センター にこ♡ふる 

 

6 人 

計 30 人  

（エ）鶴岡市地域ケア推進会議 

  日常生活圏域レベルの地域ケア会議で明らかになった課題を整理し、解決していくために、

保健・医療・福祉等の関係機関の代表者で構成する会議で、ニーズに対応したサービス資源の

開発や、保健・医療・福祉等の専門機関や住民組織・民間企業等によるネットワ－クを強化し 

 地域包括ケアの社会基盤整備につなげます。 

実施状況 

 

第 1 回 

 

日時：令和元年 7 月 8 日（月）14：00～15：50 

場所：鶴岡市総合保健福祉センター（にこ♡ふる）3 階 大会議室  （出席委員 １２名） 

内容：鶴岡市における移動支援、鶴岡市ストレッチャー対応タクシー車両維持経費等補助金交付事業、介護予防モデル

事業、 社会福祉法人の事業紹介 等。 

 

第 2 回 

 

 

日時：令和元年 9 月 27 日（金）10：00～12：00 

場所：鶴岡市総合保健福祉センター（にこ♡ふる）3 階 大会議室  （出席委員 １２名） 

内容：鶴岡市における高齢者等に関するデータ及び事業、高齢者の見守り支援等に関する情報提供、委員が関わる高齢

者等の事業及び課題・ニーズ 等。 
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第３回 

 

日時：令和 2 年 1 月 29 日（水）14：00～16：10 

会場：鶴岡市総合保健福祉センター（にこ♡ふる）3 階 大会議室  （出席委員 ９名） 

内容：介護予防・日常生活支援総合事業の現状、ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯、認知症高齢者等に関する

地域支援 等。 

 


